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2019 年度一般会計当初予算を家計 ( 年間必要生活費 500 万 ) に例えると・・・
2019 年度 一般会計当初予算
                             ( 宮古島市 )

1 年分の家計
( 年間必要生活費 500 万 )

　市債の種類によっては元利償還金 ( 返済金 ) の一部が交付税の算定に使われます。宮古島市はほと
んどそういった市債メニューによる借入を行っており、世代間公平性 ( 道路や学校等、長期間使用さ
れる施設の建設にあてられた市債の返済は、耐用年数等を参考に使用する世代で公平に負担していた
だく )の観点からも通常のローンとは違う点にご留意ください。
　1年間に必要な生活費 500 万円に対し、自ら稼いだ給料は約 66万円、パート収入約 18
万円と少額で、ほとんどの支出が親からの仕送り等約308万円 ( 約 162万円+約146万円 )
により賄われている状態にあります。

収　入収　入
市税 53 億 4816 万 3千円
負担金・使用料など 14 億 2318 万 8千円
地方交付税・地方譲与税・
各種交付金 131 億 1525 万 6千円

国・県支出金 117 億 8451 万 3千円
市債 56 億 9730 万円
繰入金 30 億 6658 万円
合計 404 億 3500 万円

給料 約 66 万円
臨時 ( パート ) 収入 約 18 万円

仕送り 約 162 万円

特別仕送り 約 146 万円
ローン借入 約 70 万円
預貯金取り崩し 約 38 万円
合計 500 万円

支　出
人件費 57 億 399 万 6千円
物件費など 67 億 1086 万 8千円
投資的経費・維持補修費 110 億 3962 万 9千円

扶助費 81 億 9762 万円

補助費等 19 億 9402 万 6千円

公債費 39 億 9246 万 6千円
積立金・貸付金など 4574 万 8千円
繰出金 27 億 5064 万 7千円
合計 404 億 3500 万円

支　出
食費 約 71 万円
光熱水費・通信費 約 83 万円
自宅増改築・修繕 約 137 万円
医療費、保険料、
介護サービス、利用料等 約 101 万円

子どもへのこづかい、
教育費、自治会費など 約 25 万円

ローンの返済 約 49 万円
預貯金への積立 ほぼゼロ
子どもへの仕送り 約 34 万円
合計 500 万円

資 産 の 状 況
平 成 3 0 年 度 末 ( 見 込 )
基金残高 ( 見込 ) 169 億 2023 万 1千円
市債残高 ( 見込 ) 416 億 7952 万 4千円

資 産 の 状 況
家 計 に 例 え た 場 合
預貯金残高 209 万円
ローン残高 515 万円

Checkま と め
　2019(H31) 年度の当初予算は総合庁舎建設事業の影響等により、前年度と比較して 32 億 1 千 9

百万円の増、初めて 400 億円台の予算となりました。

　今回の当初予算では、歳入では自主財源が対前年度比で 38.6% の伸びとなっています。主に要因と

しては、市税の約 3 億円の増、財政調整基金や庁舎等建設基金などの繰入金の約 24 億円の増となっ

ております。依存財源は対前年度比で約 1.6% の増となっています。そのうち市債は、前年度より 12

億 1060 万円増の約 57 億円で予算措置しております。市債の予算措置に関しては建設事業の予算措置

に依存される為、中期財政計画にて年度間の平準化を図っています。また、総務省が定める健全化判

断比率の基準を超えることがないように調整しています。

　総合庁舎等の大型建設事業には、中期財政計画において、起債、庁舎等建設基金で対応するよう、

計画されています。また、合併後これまで、普通交付税の算定替 ( 合併後の一定期間、普通交付税が 

通常より多くもらえる計算方式 ) により決算で黒字となった分の一部については、算定替期間終了後

の財源不足に対応する為、財政調整基金に積立ててきました。 2019(H31) 年度当初予算よりその財政

調整基金を取り崩して予算化しています。

今後も沖縄振興特別推進事業による地域活性化、国の施策も含めた福祉行政によるサービスの向上を

図るなど、地域の均衡ある発展にも努めて参ります。

により賄われている状態にあります。
Check

市民公開講座

「地域コラボ・
島の健康講座」

お問い合わせ
下地保健福祉センター

☎ 76-2785 

宮古病院地域連携室   
☎ 72-3151

　   

「 低 侵 襲 手 術 ( 腹 腔 鏡 手 術 ) に つ い て 」
日 時：5 月２2 日 ( 水 ) 18:00 〜 19:00
場 所：宮古病院 1 階外来待合室 ( 駐車無料 )

講 師：西原 政好 氏 ( 県立宮古病院 外科医師 )

下地保健福祉センター
　　　　☎ 76-2785

宮古島市に　　　　 がんずう長寿                                を取り戻そう

5 月 31日〜 6月 6日は『禁煙週間』です。

　宮古島市の死因の第 1位は「がん」です。その中でも、喫煙の影響が
大きい「気管及び肺がん」は、年間がん死亡者総数 136人のうち、28
人でトップとなっています。(平成 29年度宮古島市保健所概要より )
　宮古島市では、10月 28日から集団健診及び肺がん検診 (レントゲン
検査 )を実施します。必ず検診を受けましょう。
　自分自身や家族の健康を守るため、この機会に禁煙について考えてみ
ませんか？

パネル展：5月27日 (月 ) ～6月7日 (金 )　平良庁舎 1階ロビー
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※Jアラートとは、弾道ミサイル情報や津波
情報等の対処に時間的余裕がない事態に関
する情報を国から送信し、市町村が設置し
た防災行政無線等から緊急情報を伝達する
システムです。

防災危機管理課からのお知らせ 防災危機管理課　
 　 ☎ 72-3751

　宮古島市では、屋外スピーカーで放送された防
災、行政に関する内容を電子メール (携帯電話、
スマートフォン等 )にて配信するサービスを行っ
ております。
【登録手順】
①下記アドレスに空メールを送信します。
　宛先：bousai-apply@HMBC01.city.
　　　　miyakojima.lg.jp
　　(右のQRコードを読み込むと、
　　自動でアドレスが入力されます）
②送られてくるメールのURLを開きます。
③配信希望地区を 1つ以上選択しチェックを入れ
　ます。
④宮古島市防災情報・宮古島市行政情報のいずれ
　か、もしくは両方にチェックを入れます。
⑤登録ボタンを押して終了です。
【メールを停止したい場合】
　下記アドレスへ 空メールを送信し、送られて
くるURLにアクセスすると配信停止の処理が完
了します。
宛先：bousai-remove@HMBC01.
         city.miyakojima.lg.jp
( 右の QRコードを読み込むと、
自動でアドレスが入力されます）

防災システムによるメール配信のお知らせ

　地震・津波や武力攻撃などの緊急時におけ
る、市民の皆さまへの迅速かつ確実な情報伝
達が行えるよう、次のとおり全国瞬時警報シ
ステム (J アラート※）を用いて情報伝達試
験を行います。試験の実施に伴い、屋外スピー
カからの放送がありますが、緊急をお知らせ
　　　　　　　　　　　　する放送ではあり
　　　　　　　　　　　　ませんので、お間
　　　　　　　　　　　　違えのないようご
　　　　　　　　　　　　注意ください。

　　　　　　　　日時：5月15日 (水 )
　　　　　　　　　　　 11 時頃 (1 分程度 )
　　　　　　　　内容：市内全域に設置の
　　　　　　　　　　　屋外スピーカから
　　　　　　　　　　　の放送   

2019年度　第1回 Jアラート
全国一斉情報伝達試験について

　　　　　　　　　　　　する放送ではあり
　　　　　　　　　　　　ませんので、お間
　　　　　　　　　　　　違えのないようご
　　　　　　　　　　　　注意ください。

　　　　　　　　日時：
　　　　　　　　　　　 11 時頃 (1 分程度 )
　　　　　　　　内容：
　　　　　　　　　　　屋外スピーカから
　　　　　　　　　　　の放送


